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平
成
29
年
第
一
〇
一
回
定
例
会
は
、
12
月
５
日
と
６
日
の

２
日
間
の
日
程
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
案
、
町
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
合
わ
せ
て
８

件
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
４
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。
内
容
に

つ
い
て
は
、
通
告
順
に
６
～
９
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

外ヶ浜中央病院　病床数４減可決

23

一般・特別会計 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 5,469 万円 59 億 612 万円

介護保険特別会計 2,315 万円 12 億 5,016 万円

大字費特別会計 146 万円 276 万円

下水道特別会計 11 万円 2億 7,962 万円

 補正予算・条例等審議　　　　補正予算・条例等審議

　
　

病
床
数
は
も
と
も
と
50
床

　
　

だ
っ
た
が
、
前
回
は
機
械

の
配
置
の
た
め
２
床
減
で
、
今

回
新
た
に
４
床
減
と
提
案
さ
れ

た
が
、
病
床
利
用
率
は
。

　
　

平
成
27
年
度
は
、
89
・
59

　
　

％
、
28
年
度
は
84
・
90
％
、

29
年
度
は
10
月
ま
で
、
84
・
88

％
で
あ
る
。

　
　

一
旦
削
減
し
た
場
合
は
、

　
　

50
床
や
48
床
に
戻
す
こ
と

が
で
き
な
い
と
思
う
が
。

　
　

県
内
の
病
院
数
及
び
、
病

　
　

床
数
が
過
剰
と
い
う
位
置

づ
け
で
あ
り
、
一
旦
削
減
し
た

分
を
戻
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。

　
　

高
齢
化
が
進
ん
で
入
院
患

　
　

者
が
増
え
る
と
思
う
が
、

考
え
は
。

　
　

今
年
４
月
末
で
医
師
１
名

　
　

が
退
職
し
て
、
常
勤
医
が

６
名
体
制
か
ら
５
名
に
な
り
、

医
師
の
充
足
率
も
低
減
し
た
。

患
者
さ
ん
が
増
え
れ
ば
医
師
の

数
も
必
要
と
な
る
が
、
医
師
確

保
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で
あ

る
。
現
状
で
は
満
床
近
い
入
院

患
者
を
抱
え
る
と
医
師
の
充
足

率
を
ク
リ
ア
で
き
な
い
。
充
足

率
は
70
％
を
下
回
る
と
入
院
基

本
料
の
10
％
削
減
の
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
あ
る
。
医
師
の
数
と
い

う
観
点
か
ら
も
適
正
と
考
え
る
。 　

　

平
内
中
央
病
院
で
も
ベ
ッ

　
　

ト
数
を
少
な
く
し
、
療
養

型
で
ベ
ッ
ト
数
を
確
保
し
て
い

る
が
、
様
々
な
利
用
の
仕
方
で

維
持
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
か
。

　
　

療
養
型
を
院
内
で
も
検
討

　
　

し
た
が
、
廊
下
の
幅
な
ど

建
物
の
基
準
が
ク
リ
ア
で
き
な

く
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
　

あ
と
５
年
く
ら
い
で
定
年

　
　

を
迎
え
る
医
師
も
い
て
継

続
で
き
る
か
不
安
が
あ
る
。
県

と
連
携
し
医
師
の
確
保
、
中
堅
、

若
い
医
師
を
常
駐
さ
せ
る
く
ら

い
の
将
来
展
望
を
見
据
え
た
対

応
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
考
え

は
。

　
　

誰
で
も
い
い
か
ら
１
人
で

　
　

も
、
若
い
医
師
を
連
れ
て

く
れ
ば
い
い
と
い
う
問
題
で
は

な
い
。
地
域
医
療
と
い
う
こ
と

で
い
ろ
い
ろ
な
患
者
さ
ん
が
来

る
現
状
で
、
限
ら
れ
た
専
門
医

12
月
定
例
会

　

入
院
患
者
数
が
少
な
く
な
り
、
医
師
の
不
足
が
あ
る
こ

と
か
ら
病
床
数
を
減
少
し
て
い
く
こ
と
は
、
将
来
非
常
に

問
題
を
残
す
と
思
う
。
6
月
定
例
会
で
外
ヶ
浜
中
央
病
院

の
問
題
に
つ
い
て
、
町
長
か
ら
は
必
ず
し
も
医
師
が
不
足

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
話
も
出
た
。
し
か
し
、

そ
う
で
は
な
く
最
大
の
取
り
組
み
と
し
て
医
師
を
ど
う
確

保
し
て
い
く
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
入
院
患
者
も
地
域
の
方

々
の
医
療
も
守
ら
れ
て
い
く
と
い
う
形
に
な
る
の
で
、
病

床
を
削
減
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

原　

芳
雄
議
員

企　業　会　計 補正額 補正後の予算額

簡易水道事業会計
（収益的収入支出）

85 万円 2億 6,185 万円

将
来
展
望
を
見
据
え
た
対
応
が
必
要

今
後
の
地
域
医
療
を
支
え
る
人
材
を
探
し
て
い
る

と
い
う
中
で
一
生
懸
命
頑
張
っ

て
く
れ
る
方
、
し
っ
か
り
働
け

る
方
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
と
れ
た
上
で
技
術
が
あ
る
方

を
探
し
て
い
る
。
時
間
は
か
か

る
が
、
今
後
の
地
域
医
療
を
支

え
る
人
材
と
な
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

ピック
アップ

質疑

◎
定
例
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ

た
町
条
例
の
一
部
改
正
案
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案

■
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
（
２
～
３
Ｐ
質
疑
掲
載
）

■
公
民
館
の
設
置
、
管
理
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
案
（
４
Ｐ
質
疑
掲
載
）

【
賛
成
７
・
反
対
３
】

問

問

問問

答 問答

答

答

答

反
対
討
論

 

病
床
利
用
率
は

 

戻
す
こ
と
は

 

入
院
患
者
は

 

療
養
型
は
ど
う
か

 

医
師
確
保
は

４４床になった外ヶ浜中央病院平成 30 年１月１日から病床数
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公民館の設置、

管理等に関する

条例の一部改正

 補正予算・条例等審議　　　　 第１０２回臨時会

施　
　

設　
　

名

管　

理　

者

 

弥
蔵
釜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

弥
蔵
釜
自
治
会

 

今
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 
今
津
自
治
会

 

舟
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

舟
岡
自
治
会

 

磯
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

 

磯
山
自
治
会

 

六
條
間
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

六
條
間
地
区
会

 

梹
榔
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

梹
榔
地
区
会

 

龍
飛
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 

龍
飛
地
区
会

 

蟹
田
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

 

社
会
福
祉
協
議
会

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

 

社
会
福
祉
協
議
会

 

穀
類
等
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設

 

青
森
農
業
協
同
組
合

 

平
舘
農
村
公
園

 

平
舘
自
治
会

 

玉
川
農
村
公
園

 

野
田
自
治
会

 

石
崎
農
村
公
園

 

石
崎
沢
自
治
会

 

お
か
り
や
公
園

 

平
舘
自
治
会

 

山
村
広
場

 

今
津
自
治
会

 

水
産
物
荷
捌
き
施
設

 

外
ヶ
浜
漁
業
協
同
組
合

 

水
産
物
鮮
度
保
持
施
設

 

外
ヶ
浜
漁
業
協
同
組
合

 

漁
業
用
作
業
保
管
施
設

 

外
ヶ
浜
漁
業
協
同
組
合

 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

 

蟹
田
１
区

 

蟹
田
駅
前
広
場 

 

蟹
田
駅
前
広
場
物
産
施

 

設
運
営
協
議
会

 

中
山
間
地
域
活
性
化
施
設

 

平
舘
観
光
協
会

 

龍
飛
崎
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク

 

青
函
ト
ン
ネ
ル
記
念
館

　
　

公
民
館
で
の
様
々
な
行
事

　
　

は
ど
こ
で
引
き
継
ぐ
の
か
、

ま
た
仕
事
は
。

　
　

三
厩
公
民
館
の
機
能
は
、

　
　

廃
止
後
に
４
月
１
日
か
ら

体
育
館
に
移
転
と
な
る
。
社
会

教
育
課
の
管
理
に
な
り
、
使
用

す
る
の
は
体
育
館
の
う
ち
補
修

し
た
調
理
室
、
会
議
室
、
和
室

で
あ
る
。
公
民
館
事
業
は
、
体

育
館
に
出
向
い
て
事
業
を
行
う
。

各
団
体
は
、
今
年
３
月
ま
で
三

厩
公
民
館
を
利
用
で
き
る
の
で
、

そ
の
期
間
に
お
知
ら
せ
す
る
。

　
　

今
後
の
三
厩
公
民
館
の
活

　
　

用
方
法
は
ど
う
な
る
か
。

使
用
料
の
関
係
は
。

　
　

４
月
以
降
は
機
能
廃
止
と

　
　

な
る
。

　

使
用
料
は
、
一
時
間
あ
た
り

公
民
館
は
２
０
０
円
、
体
育
館

の
会
議
室
は
７
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
が
、
地
区
の
方
の
利
用

は
、
ほ
ぼ
減
免
し
て
無
料
で
使

っ
て
い
る
。
今
後
も
不
便
を
か

け
な
い
よ
う
運
営
し
て
い
き
た

い
。

　
　

三
厩
公
民
館
の
図
書
は
ど

　
　

う
な
る
か
。

　
　

昨
年
、
三
厩
支
所
の
部
屋

　
　

の
一
部
を
借
り
て
三
厩
公

民
館
に
あ
っ
た
図
書
を
整
理
し

て
置
い
て
い
る
。
活
用
は
、
今

ま
で
ど
お
り
と
す
る
。

来
年
度
以
降
廃
止

三厩支所図書室

三厩公民館機能は三厩体育館へ

公の施設の指定管理者決定

　第１０２回臨時会は、１２月１８日に開
催され、補正予算案、町条例の一部改正案、
公の施設の指定管理者の指定について等３
６件を審議し、原案のとおり可決しました。

一般・特別会計 補正額 補正後の予算額

一　般　会　計 804 万円 59 億 1,417 万円

国民健康保険特別会計 73 万円 13 億 1,802 万円

介護保険特別会計 56 万円 12 億 5,072 万円

下 水 道 特 別 会 計 7万円 2億 7,969 万円

企　業　会　計 補正額 補正後の予算額

簡易水道事業会計
（収益的収入支出）

26 万円 2億 6,212 万円

■議案は、青森県人事委員会の勧告に伴うもので外ヶ浜
町議会議員期末手当支給条例の一部を改正する条例案、
外ヶ浜町特別職職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例案、外ヶ浜町職員の給与に関する条例等の一部を
改正する条例案とそれに関連する補正予算案です。

指定期間は、平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日までです。

三　厩
公民館

答答

答

問問

問

平成 30 年４月１日から廃止となる三厩公民館

観瀾山公園及び風のまち交流プラザ
管理者　東洋建物管理株式会社

 湯の沢温泉
管理者　平舘観光協会

 おだいばオートビレッジ
管理者　平舘観光協会

総合福祉センター「などわーる」健康浴場
管理者　太平ビルサービス株式会社

 総合交流促進センター
管理者　株式会社大豊

 三厩健康増進センター
                 「みんまやよしつねの湯」

管理者　太平ビルサービス株式会社
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一
般
質
問

■
答
弁
▼
現
在
の
と
こ
ろ
ど
う
な
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い

◆
質
問
／
国
民
健
康
保
険
法

の
改
正
で
、
国
保
運
営
を
県

と
共
同
で
担
う
事
に
な
っ
た

が
平
成
30
年
度
の
実
施
ま
で

３
カ
月
ち
ょ
っ
と
と
な
っ
た
。

保
険
税
額
な
ど
が
不
透
明
の

ま
ま
で
あ
る
が
、
何
が
決

ま
っ
て
、
何
が
決
ま
っ
て
い

な
い
の
か
。

■
町
長
／
県
が
主
体
に
な
っ

て
進
め
て
い
る
が
、
決
ま
っ

た
の
は
県
に
納
め
る
納
付
金

の
査
定
方
法
と
激
変
緩
和
措

置
の
内
容
で
、
決
ま
っ
て
い

な
い
の
は
平
成
30
年
度
の
納

付
金
と
標
準
保
険
税
率
の
数

値
で
あ
る
。

◆
質
問
／
新
聞
紙
上
で
は

外
ヶ
浜
町
は
医
療
費
が
県
下

で
２
、３
番
目
に
高
い
と
さ

れ
て
い
る
の
で
保
険
税
は
上

が
る
だ
ろ
う
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
。
下
が
る
の
で
あ
れ
ば

ま
だ
し
も
町
民
へ
の
周
知
の

期
間
も
な
く
混
乱
を
招
く
。

い
つ
の
段
階
で
町
民
と
議
会

に
説
明
で
き
る
の
か
。

■
住
民
課
長
／
平
成
30
年
度

の
予
算
案
が
３
月
議
会
に
か

か
る
の
で
そ
の
段
階
で
議
会

に
お
示
し
す
る
。
国
保
税
は

所
得
確
定
後
に
な
る
の
で
６

月
の
段
階
で
一
人
当
た
り
の

税
額
が
示
さ
れ
る
。

◆
質
問
／
国
保
税
は
高
す
ぎ

る
。
制
度
改
正
に
よ
る
値
上

げ
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
単
身
の
パ
ー
ト

労
働
者
で
相
当
無
理
し
て
頑

張
っ
て
年
収
１
５
０
万
円

に
な
っ
た
。
月
平
均
で
は

12
万
５
千
円
の
収
入
で
あ
る

が
、
国
保
税
は
14
万
円
で

あ
っ
た
。
こ
の
方
に
は
資
産

割
が
な
か
っ
た
が
あ
れ
ば

◆
質
問
／
三
厩
診
療
所
は
月

水
金
の
午
前
中
の
み
の
診
療

で
、
診
療
所
以
北
の
方
々
は

診
療
開
始
が
９
時
30
分
で
あ

る
が
診
療
所
７
時
18
分
着
か

９
時
13
分
着
の
循
環
バ
ス
で

も
っ
と
高
く
な
っ
て
い
た
。

丸
々
１
カ
月
分
の
収
入
を
国

保
税
と
し
て
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
高
い
と
悲
鳴

を
あ
げ
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

■
税
務
課
長
／
家
族
数
に

よ
っ
て
軽
減
措
置
が
あ
る
が

一
人
暮
ら
し
で
適
用
に
な
ら

な
い
た
め
、
12
万
５
千
円
の

給
料
に
14
万
円
は
高
い
と
思

う
が
致
し
方
が
な
か
っ
た
と

思
っ
て
い
る
。

制
度
改
正
に
伴
う
国
保
税
の
値
上
げ
は
許
さ
れ
な
い
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患

者

さ

ん

に

寄

り

添

っ

た

配

慮

を

通
院
し
、
帰
り
は
診
療
所
前

10
時
40
分
の
バ
ス
を
利
用
し

て
い
る
。
こ
れ
に
間
に
合
わ

な
い
時
は
２
時
間
待
っ
て
、

12
時
39
分
の
バ
ス
に
な
る
。

そ
こ
で
間
に
合
わ
な
か
っ
た

患
者
さ
ん
を
ワ
ゴ
ン
車
な
ど

で
送
っ
て
い
く
対
応
が
必
要

で
な
い
か
。

■
町
長
／
町
の
循
環
バ
ス
は

津
軽
線
の
接
続
を
基
本
と
し
、

住
民
の
交
通
手
段
の
確
保
を

図
っ
て
い
る
。
同
時
に
診
療

所
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
外
ヶ
浜

中
央
病
院
へ
の
通
院
の
た
め

の
運
行
も
行
っ
て
い
る
。
今

後
利
用
者
の
状
況
等
や
Ｊ
Ｒ

の
ダ
イ
ヤ
変
更
等
を
見
な
が

ら
検
討
す
る
。

◆
質
問
／
間
に
合
わ
な
い
の

は
５
、６
名
程
度
で
、
以
前

は
間
に
合
わ
な
か
っ
た
時
は

診
療
所
か
ら
支
所
に
電
話
を

学
校
再
編
に
つ
い
て

■
答
弁
▼
今
後
も
お
互
い
を
理
解
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

原　芳雄議員石岡　勉議員

し
て
車
を
出
し
て
も
ら
っ
た

と
話
を
し
て
い
る
方
も
い
る
。

患
者
さ
ん
に
寄
り
添
っ
た
対

応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
ど
う

か
。

■
総
務
課
長
／
遠
い
地
区
か

ら
の
方
に
つ
い
て
は
、
バ
ス

に
間
に
合
う
よ
う
に
早
め
に

予
約
を
す
る
こ
と
も
一
つ
の

解
決
策
で
な
い
か
と
思
う
。

そ
の
辺
も
あ
わ
せ
て
検
討
し

た
い
。

蟹
田
塩
越
地
区
に
あ
る
旧

水

産

加

工

場

に

つ

い

て

◆
質
問
／
各
学
区
の
現
状
と

今
後
の
推
移
、
平
成
30
年
度

に
平
舘
中
学
校
と
蟹
田
中
学

校
の
統
合
に
つ
い
て
。

■
教
育
長
／
町
内
の
小
・
中

６
校
の
児
童
生
徒
数
の
予
測

推
移
は
、
平
成
28
年
度
は

２
８
５
名
、
平
成
29
年
度
は

22
名
減
少
し
、
２
６
３
名
。

平
成
35
年
度
に
は
１
８
５
名

と
、
平
成
28
年
度
に
比
べ

１
０
０
名
の
減
と
な
る
。
平

舘
中
学
校
は
来
年
度
入
学
予

定
者
が
３
名
い
た
が
、
蟹
田

中
学
校
へ
の
学
区
外
就
学
を

希
望
し
て
い
る
。
ま
た
平
舘

小
学
校
は
、
来
年
度
入
学
者

３
名
中
２
名
が
蟹
田
小
学
校

へ
の
入
学
を
希
望
し
て
い
る
。

◆
質
問
／
平
舘
の
学
区
の
父

母
の
皆
さ
ん
と
先
月
か
ら
１
、

２
度
会
合
を
持
た
れ
た
よ
う

だ
が
、
学
区
の
父
母
の
考
え

方
に
変
化
が
あ
る
か
。

■
教
育
長
／
昨
年
３
月
の
答

申
で
は
平
舘
中
学
校
と
蟹
田

中
学
校
の
平
成
30
年
度
か
ら

の
学
校
統
合
の
方
針
を
決
定

し
た
後
に
反
対
や
要
望
等
が

あ
り
、
現
状
を
見
守
る
と
い

う
状
況
だ
っ
た
が
、
11
月
９

日
平
舘
中
学
校
の
保
護
者
と

の
懇
談
会
の
中
で
、
１
年
は

先
送
り
に
な
る
が
、
平
成
30

年
度
末
に
閉
校
す
る
提
案
を

し
た
。
再
度
11
月
30
日
に
小

学
校
の
保
護
者
も
交
え
、
町

教
育
委
員
会
と
平
舘
小
・
中

学
校
保
護
者
と
の
懇
談
会
で

は
大
分
話
が
進
展
し
た
と

思
っ
て
い
る
。
今
後
も
お
互

い
を
理
解
し
な
が
ら
学
校
再

編
を
進
め
て
い
く
。

◆
質
問
／
町
長
が
考
え
る
、

よ
り
よ
い
教
育
環
境
と
は
。

■
町
長
／
各
学
区
の
児
童
生

徒
数
は
、
年
々
減
少
し
、
特

に
中
学
校
は
受
験
体
制
が
手

薄
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

部
活
動
や
生
徒
会
活
動
、
人

◆
質
問
／
当
該
施
設
は
現
在
、

町
有
財
産
と
な
っ
て
い
る
が
、

屋
根
の
崩
落
、
外
壁
が
剥
が

れ
て
、
中
の
鉄
骨
等
が
見
え

間
関
係
づ
く
り
に
お
い
て
も

少
人
数
で
あ
る
こ
と
で
限
定

さ
れ
て
し
ま
う
。
人
間
関
係

は
中
学
生
の
若
い
時
代
に
少

し
で
も
多
く
の
人
間
と
知
り

合
っ
て
、
集
団
の
中
で
切
磋

琢
磨
す
る
こ
と
も
非
常
に
重

要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

よ
っ
て
、
よ
り
よ
い
教
育
環

境
を
整
備
す
る
た
め
、
各
地

区
に
応
じ
た
取
り
組
み
、
対

応
が
必
要
と
考
え
、
統
合
や

小
・
中
学
校
の
一
貫
教
育
、

さ
ら
に
は
行
政
区
割
り
を
超

え
た
統
合
な
ど
も
早
急
に
考

え
て
い
る
。

る
状
況
で
あ
る
。
強
風
等
で

建
設
材
料
が
飛
散
し
て
事
故

等
が
あ
っ
た
場
合
、
町
が
責

任
を
と
ら
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
早
急
に
解
体
、
撤
去
を

や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
。

■
町
長
／
旧
水
産
加
工
場
は
、

町
が
今
年
の
５
月
に
取
得
を

し
た
が
、
放
置
状
態
が
長
年

に
わ
た
る
こ
と
で
、
崩
壊
等

が
進
ん
で
危
険
な
状
態
で
あ

る
た
め
、
町
と
し
て
危
険
進

入
禁
止
の
応
急
措
置
を
し
て

い
る
。
撤
去
等
に
係
る
経
費

は
専
門
業
者
に
確
認
し
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
確

認
も
経
費
が
伴
う
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
財
政
状
況
を
見
な

が
ら
早
い
対
応
を
し
て
い
き

た
い
。

◆
再
質
問
／
実
害
が
起
き
て

か
ら
で
は
遅
い
、
と
に
か
く

片
づ
け
て
し
ま
う
こ
と
が
先

決
だ
と
思
う
が
、
今
ま
で
積

算
は
し
た
の
か
。

■
総
務
課
長
／
専
門
の
業
者

に
依
頼
し
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
２
０
０
０
万
円
く
ら
い

は
く
だ
ら
な
い
そ
う
だ
。

◆
質
問
／
撤
去
し
た
後
は
ど

う
利
活
用
す
る
の
か
。

■
町
長
／
現
段
階
で
は
こ
れ

と
い
っ
て
有
効
な
も
の
が
な

い
、
解
体
撤
去
の
目
処
が
つ

い
た
時
点
で
地
域
な
ど
各
方

面
か
ら
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

蟹田塩越地区　旧水産加工場

三厩診療所にてバスに乗る様子



広
域
事
務
組
合
外
ヶ
浜
分
署
の
新
築
計
画
は■

答
弁
▼
早
い
建
設
を
進
め
る

◆
質
問
／
第
２
次
外
ヶ
浜
町

総
合
計
画
で
は
平
成
30
年
度

と
平
成
31
年
度
で
建
て
替
え

す
る
と
な
っ
て
い
る
が
関
係

団
体
と
の
協
議
状
況
は
。

■
町
長
／
外
ヶ
浜
分
署
に
つ

い
て
は
、
建
物
の
老
朽
化
等

に
よ
り
早
急
に
実
施
す
る
必

要
が
あ
る
。
現
段
階
で
は
蓬

田
村
と
事
務
レ
ベ
ル
で
話
を

進
め
て
お
り
、
広
域
事
務
組

合
と
の
情
報
交
換
な
ど
具
体

的
計
画
を
作
成
し
早
い
建
設

を
進
め
た
い
。

◆
質
問
／
平
成
27
年
２
月
５

日
、
新
聞
報
道
さ
れ
た
、
む

つ
湾
フ
ェ
リ
ー
の
累
積
赤
字

が
多
額
と
な
り
破
綻
の
恐
れ

が
指
摘
さ
れ
た
。

　

こ
の
処
理
と
し
て
青
森
県

７
割
、
外
ヶ
浜
町
２
割
（
１
，

０
４
５
万
円
）
む
つ
市
１
割

負
担
が
示
さ
れ
た
が
、
９
月

時
点
で
む
つ
市
の
負
担
が
実

行
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判

明
し
た
。
そ
の
後
の
状
況
と
、

今
年
の
営
業
状
況
は
。

■
町
長
／
平
成
23
、
24
年
度

の
実
質
赤
字
に
伴
う
財
政
支

援
は
質
問
の
負
担
割
合
の
拠

出
で
運
航
資
金
の
充
当
を
見

込
み
、
現
在
も
県
担
当
課
か

ら
む
つ
市
に
対
し
協
力
依
頼

を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

今
年
の
営
業
状
況
は
５
月
に

ス
ク
リ
ュ
ー
の
故
障
休
業
な

ど
で
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

◆
質
問
／
合
併
15
年
で
あ
ら

ゆ
る
優
遇
さ
れ
た
交
付
金
、

助
成
金
が
ゼ
ロ
と
な
る
。

　

16
年
目
以
降
か
ら
独
り
立

ち
出
来
る
財
政
運
営
を
総
務

省
か
ら
強
く
言
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
向
か
っ
て
の
準
備
状

況
は
。
ま
た
単
年
度
ご
と
の

計
画
の
検
討
は
。

■
町
長
／
合
併
当
初
か
ら
職

員
の
定
員
管
理
や
、
各
手
当
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小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

■
答
弁
▼
町
財
政
状
況
等
を
見
据
え
な
が
ら
、

安藤英博議員

◆
質
問
／
子
ど
も
達
の
人
数

も
年
々
減
少
し
て
き
て
い
る

が
、
若
い
世
代
の
子
育
支
援

を
行
政
が
す
る
こ
と
で
、
こ

の
町
に
住
み
続
け
た
い
、
そ

し
て
子
ど
も
を
こ
の
町
で
育

て
た
い
と
い
う
願
い
に
町
は

こ
れ
ま
で
以
上
に

支
援
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
だ
。
町

長
は
こ
の
よ
う
な

状
況
を
ど
う
見
て

い
る
の
か
お
聞
き

し
た
い
。

■
町
長
／
平
成
26

年
度
か
ら
学
校
給

食
費
の
３
割
補
助
、

今
年
の
４
月
か
ら

は
半
額
補
助
を
実

施
し
て
い
る
。
今

後
の
対
応
に
つ
い

て
は
改
め
て
検
討

◆
質
問
／
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
制
度
が
実
施
さ
れ
、
た

い
へ
ん
町
民
や
業
者
に
と
っ

て
喜
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し

地
域
で
頑
張
っ
て
い
る
商
店

等
へ
の
町
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
制
度
は
対
象
外
で
あ
り
、

支
援
策
が
必
要
で
あ
る
。
こ

の
数
十
年
の
間
、
外
ヶ
浜
町

商
店
等
へ
の
リ
フ
ォ
ー

ム
助
成
制
度
の
実
施
を

非
思
い
切
っ
て
決
意
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

■
教
育
長
／
町
の
財
政
状
況

や
他
の
施
策
等
を
十
分
見
据

え
な
が
ら
今
後
の
対
応
に
つ

い
て
で
き
る
だ
け
前
向
き
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

し
て
ま
い
り
た
い
。

◆
再
質
問
／
県
内
で
も
給
食

費
の
無
償
化
の
町
村
が
次
々

と
増
え
て
き
て
い
る
。
子
育

て
支
援
対
策
は
急
務
で
あ
り

行
政
と
し
て
、
も
っ
と
も
大

事
な
課
題
で
あ
る
の
で
、
是

記田慶市議員

む
つ
湾
フ
ェ
リ
ー
の
累

積
赤
字
処
理
に
係
わ

る
む
つ
市
の
対
応
は

旧
３
町
村
の
観
光
協

会
統
合
へ
の
現
状
は

◆
質
問
／
新
町
と
な
っ
て
主

な
団
体
で
一
本
化
さ
れ
て
い

な
い
の
は
観
光
協
会
だ
け
と

思
う
が
見
通
し
は
。

■
町
長
／
合
併
以
来
何
度
か

協
議
し
て
き
た
が
合
意
を
得

ら
れ
ず
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

３
団
体
の
意
見
を
聞
き
統
合

へ
の
取
り
組
み
を
継
続
す
る
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

合

併

16

年

度

目

か

ら
の
自
主
、
自
立
財

政
へ
の
準
備
と
１
年

度

ご

と

の

検

証

は

の
支
給
の
据
え
置
き
と
緊
縮

財
政
に
努
め
て
き
た
。

　

予
算
編
成
に
当
っ
て
は
常

に
過
大
計
上
を
抑
制
し
、
大

型
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
は

特
別
地
方
交
付
税
に
よ
る
有

効
な
事
業
実
施
計
画
を
進
め

て
い
き
た
い
。

　

町
債
の
発
行
を
抑
制
し
な

が
ら
町
村
合
併
に
至
っ
た
経

緯
を
鑑
み
合
併
16
年
目
に
向

か
っ
て
進
め
て
い
く
。

ま

た
、
単
年
度
ご
と
の
実
績
検

証
は
施
策
ご
と
に
数
値
目
標

を
設
定
し
て
お
り
、
総
合
的

な
数
値
検
証
は
人
口
推
計
の

経
過
に
着
眼
点
を
置
い
て
い

る
。
人
口
減
少
対
策
に
は
出

産
、
子
育
て
、
住
ま
い
、
雇

用
、
産
業
の
各
分
野
で
町
独

自
の
展
開
を
模
索
し
て
い
く
。

三厩小学校での昼食時の様子

蟹田地区商店街の様子

の
商
店
数
が
ど
れ
く
ら
い

減
っ
て
い
る
の
か
。
原
因
は

何
な
の
か
。
町
は
ど
う
把
握

し
て
い
る
の
か
。
対
策
や
対

応
を
行
っ
て
き
た
の
か
報
告

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

■

町

長

／

商

店

等

の

リ

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
特
段

の
支
援
は
行
っ
て
い
な
い
。

各
種
資
金
融
資
制
度
を
活
用

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
産
業
観
光
課
長
／
店
舗
数

は
全
盛
期
の
半
分
く
ら
い
に

減
少
し
て
い
る
。
今
後
の
対

策
、
調
査
も
必
要
と
い
う
こ

と
で
商
工
会
の
ほ
う
と
詰
め

て
い
る
。

◆
再
質
問
／
商
店
や
各
事
業

者
が
減
っ
て
い
く
こ
と
で
町

か
ら
若
い
人
が
町
外
に
出
て

し
ま
う
。
人
口
減
少
対
策
の

た
め
に
も
大
き
な
課
題
で
も

あ
り
緊
急
に
対
策
を
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

■
産
業
観
光
課
長
／
現
状
を

把
握
し
て
ど
の
よ
う
な
手
段

を
講
じ
た
ら
よ
い
の
か
今
後

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

老朽化が進む外ヶ浜分署
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編
集
後
記

　

新
し
い
年
を
迎
え
町
民
の
皆

様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
連
日
の
雪
か
き
で
お
疲
れ

の
事
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
今
年
は
平
成
30
年
で
す

が
、
最
近
で
は
西
暦
で
表
記
さ

れ
る
事
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
国
際
化
の
波
？
ま
た
は

不
便
だ
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
昭
和
生
ま
れ
の
私
に

は
ち
ょ
っ
と
戸
惑
い
が
あ
り
ま

す
。
や
は
り
日
本
人
と
し
て
は

日
本
の
元
号
を
大
切
に
し
た
い

と
思
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
で

す
。
ま
た
来
年
に
は
元
号
が
変

わ
る
よ
う
で
す
が
、
ど
ん
な
元

号
に
な
る
の
か
楽
し
み
で
す
ね
。

　

平
成
30
年
も
議
会
広
報
の
内

容
充
実
に
向
け
、
委
員
一
丸
と

な
り
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　
　
　
　

浜
谷　

恭
市

議会活動報告議会活動報告

議会広報特別委員会
委 員 長 ： 安藤英博
副委員長 ： 三上　 満
委員 ： 浜谷恭市／福井賢一郎
　　　　 原　 芳雄／石岡博英
　　　　 記田慶市

　

現
場
視
察
後
は
、
被

災
者
に
対
す
る
支
援
が

緊
急
を
要
し
、
行
政
と

の
連
携
を
密
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
判
断

し
議
員
説
明
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

議
員
説
明
会

　

去
る
１
月
18
日
未
明
に
発
生
し
た
三
厩
龍
浜
地
区

の
火
災
で
は
、
11
棟
を
全
焼
す
る
被
害
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
受
け
外
ヶ
浜
町
議
会
で
は
１
月
22
日
、

急
遽
、
議
長
の
招
集
に
よ
り
、
被
害
状
況
の
把
握
の

た
め
現
場
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

議会を傍聴してみませんか。
　議会は公開が原則になっています。町民
の皆さんの傍聴を、お待ちしています。
　３月定例会は、３月９日開会予定です。

住
家
６
棟
、
非
住
家
５
棟
全
焼
、
６
世
帯
が
被
災
さ
れ
た
大
規
模
火
災

議会だよりにご意見をお寄せ下さい。
　議会だよりは、住民の皆様と議会のパイプ役です。
　議会だよりに対するご意見や、議会だよりを見て
感じたことでも結構ですのでお寄せ下さい。
　紙面でご紹介させていただきます。
　　　　　　　　　　　　　議会広報特別委員会

階段国道に隣接している火災現場

　　　　　　　町長他関係課長が同行し被害状況確認
　　　　　　　火災の大きさを目の当たりにした様子

役場本庁において詳細な説明を受ける様子

三
厩
龍
浜
地
区
火
災
現
場
視
察


